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★★★★永 代 経永 代 経永 代 経永 代 経★★★★

 今年も早いものでもう永代経を厳修する時節となりました。皆様､お誘い合

○日 時

                     午後　１時半より(阿弥陀経・正信偈同朋奉讃）

○説 教 丹羽　龍微　師

 大應寺納骨堂に安置された納骨者を弔う、年に一度の法要です。先に逝かれ

 
た故人を偲びつつ、故人が残して下さった大きなご縁の中で、しっかりとお

念仏に耳を傾けてみましょう。

　７月２５日　　午後　1時半より

 　　　　　－ 　　　　　－ 　　　　　－ 　　　　　－１１１１－－－－

今年はここ数年の中で最も心地良い素晴らしい春が訪れるに違いありません。「春の

もりを感じることができません。今の状況をありのまま受け止め、ほんの少し目線を

４月２５日　  午前１０時半より(観無量寿経）　

　　  　　　   正午　おとき（食事）

　　○日 時

 三月に入って少しずつ春の日差しを感じるようになりましたね｡思えば

二年連続の冬らしい冬。特に今年の1月･2月は氷点下の冷え込みが続き、

しもやけになった子供の頃の冬を思い出しました。

 さて､冬の寒さが厳しければその分春の温もりがより暖かく、よりあり

がたく感じるのです。むしろそのために冬の寒さは厳しいのかもしれません。ならば

同じで、安らぎを得るために今の厳しさがあるのかも。無責任に「必ず春が来ます」

《《《《本年秋本年秋本年秋本年秋までのまでのまでのまでの当院法要当院法要当院法要当院法要････行事行事行事行事のごのごのごのご案内案内案内案内》》》》
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大 應 寺大 應 寺大 應 寺大 應 寺

到来に感謝、同時に冬の厳しい寒さにも感謝 !! 」ということですね。

 今､多くの人が将来に希望を持てず「こんなはずじゃなかった｣とあきらめてしまい､

とは言えませんが、春の日差しが降り注いでいても、傘で閉ざしてしまってはその温

変えれば新たな光が見えてくるかもしれませんね。
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             （阿弥陀経   法名或は○○家のお読み上げ）

★納骨者追弔会納骨者追弔会納骨者追弔会納骨者追弔会★

わせの上、どうぞお集まり下さい。

大きな苦しみの中から脱せずにいるのかもしれません。もしかしたら私たちの人生も


